
第1 分科会「は じめの一歩～子 ども社会参画にむけて」

参加者 6 0 人 担当 ：山浦彬亡

1 ．基調講演 F子どもの社会参画活動を知る ！学ぷ ！』

講師 ：三神尊志さん（特定非営利活動法人 R i g h tls 理事） ＆ 新谷周平さん（東京大学大学院）

2 ．子 どもが社会参画をするための方法を論議する（グループ討論）

① 「社会参画 は本当に必要 なのか ？社会参画で変 わるの ？」 コメンテーター ：澤井雅敏 さん（千歎 学大輔）

②「社会参画実現のための問題点、またその解決策」 コメンテーター ：新谷周平さん（東京大学大学院）

③「生徒の学校参画を考える」 コメンテーター ：吉田要介さん（千葉生徒会連盟初代代表）

④「子 どもの社会参画を支援す る大人」 コメンテー ター ：大場博子 さん （N P O 佐倉 こどもステー ション）

あ る日、各実行委貞発信のフォーラムの分科会の

計画一覧を見て、 山浦が言い出 した。「子 どもの社

会参画 （以降参 画とい う） と言 っておいて、参画に …

っいての分科会がない、 これ じゃだめだ ！俺が参画 ≡

についての分科会をやる ！」 と。 「お前につきあ う …

とろ くな事 はない。勝手にせい。」 と言 ったが、腐 童

れ縁のせいなのか、言 っていることには納得 してい

るせいなのか、や はり付 き合 う羽 目になった。それ

以来、少ない時間で企画を考えたり、夜中まで資料

を印刷 したり、 とい った日々が続 いた。それが終わ 享

ると今度 は、基調講演を して くれ る人を探 した。

そんな こんなであっとい う間に分科会の 日がやっ

てきた。僕 も当然 この分料金に参加 した。人が来 る

かどうか不安 だ。 もうあ とは天 に任せ るしかない。

そんな不安をよそに、準備 と打 ち合 わせを している

間ににもだんだん と人が集 まり、気がっいた ら 5 0

人は集まっていた。だが、 また安心で 重ない。何 し

ろ基調講演をお鹿 い した 2 人 には、 ひとりは一度 し

か会 ってい な い し、 も うひ とりは全 く会 って いな い 童

のだ。本当に天にまかせ るしかない心境だ った。
ソ

しょうがないか ら腰 を落ち着けて基調講演を拝恥 、…

てみ る と、 もう とて もよか っ た ！ ！自分 た ち も参 画 圭

…に対する気持 ちはそれなりにアツイつ もりなのだが

∴何かが違 った。学が あるとい うか何 とい うか、 さ

すが は天下の東大だなあ と、 うまくは言えないけれ

どす ごかった。

討論会では感情が高ぶって泣いて しまう人 もいた

ようだ。最初 は4 つのテーマに分かれていたが、昼

妻を過 ぎてか らは、 「学 校」 と「参画」 の話の 2 つに

なっていた。やは り子 どもを語る時には学校の話 は

大切なよ うだ。

この分料金 は、参画の勉強や再認識を 目的 とした

ようだが 、 ど ち らか とい う と参加 者 よ り も企 画 した

山浦や自分 たちの方が勉強 した。分科会を企画 した

こと、子 どもを支援す る大人の本音、 自分が忘れか

けていた学校に対する子 どもの気持 ち、大事なこと

を勉強 し、大事 なことを思い出 した分科会だった。

（文責 ：企画メンバ ーのひとり・三森篤志）
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集2 分科会

「子どもの心を受け止める

アサ ーテ ィフ トレーニンク」

誇師 特定非営利活動法人

ウイ ンズ カ ウンセ リング ちば

馬渡静江 さん 高橋徳子 さん

松本 周子 さん うえだ ま さこ さん

参加 人数・ 2 3 名 （スタッフ含む）

子 どもの権利条約に触れた ことのない人達にも、子 どもの権利条約 を広 く知 らせ 、子 ど

もの権利 について知 ろ うとす る心の動きを持つきっかけを作って行けた らと、考 えて学び

あう場 を持 ち ま した。

コ ミュニ ケー シ ョンの権 利 を 基本 に、 アサ ーテ ィプ トレー ニ ン グ （自己尊重 ・ 自己主 張

のトレーニ ング） を実施 してい るN P O 法 人 ウ イメ ンズカ ウンセ リング ちばの講 師 を迎 え、

主に 「子 どもの権 利 条約 」 の あ りの まま の姿 を認 め合 い 、 自己 主張 を して い くこ とを 中心

にグルー プ ワー クを行 い ま した。

1 時間 3 0 分 の短 い 時間 を有効 に使 うた め、始 ま る前 に諦師 とコ ミュニ ケ ー シ ョンを と

り、参加者 がそ ろった ところで一人一人が皆 とかかわれ るよ うなワー クでわいわい、ガヤ

ガヤ と始ま りま した。一気 に緊張がほぐれ た ところで、私た ちの権利 と子 どもたちの権利

につ なが る話 か らグル ー プ ワー ク、ペ ア トー クへ と発 展 して い き ま した。 特 に 2 分 間 の中

で自分 の 考 え を 自分 の 言葉 で 話 し、そ れ を しっか り受 け止 めて開 くこ との難 しさ と、 どん

な表現方法でも良いから相手 に伝 えることと rあなたの話 を聞かせて J と誠 意を持って丁

寧に開いて くれ る関係の安心感を体験す るこ とができま した。最後に 自分や相手 をほめる

方法について、諷 め合 える近道であるほめ言葉にはコン トロールす る力があ るこ とを知 り

ました。

参加 した人た ちは学生、乳幼児 の親や子育て真 っ最中の親 、子 どもを中心 とした活動を

している人、子 どもを育て上げた人 な ど幅広い年齢層で、いろいろな観点で積極的に参加

し、和やかな雰囲気 の中で安心 してワークを終 えま した。

分科会後甲アンケー トに、遠方か ら参加 した甲斐 あった、まず は自分のあ りのままの姿

を見つめて諷 めたい、毎 日の子育てにす ぐ役立てたい、ゆ とりを持 って子 どもと向き合 え

る自信 を持った、な どこの分科会に参加 して満足感 を得 られた感想があ りま した。特 に子

育て真っ最中の人達が毎 日の生活に不安や憤 りを感 じて小 さい子 どもに接 していて、子 ど

もの権利条約について身近に触れ ることで、ふ っと肩の力を抜いて子育てができる安心と

自信 を持つきっかけになったと思います。

担当・ 報告 特定非営利活動法人四街道子 どもネ ッ トワー ク 塩沢千秋
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・．第 3 分科会「あそぽ あそぽ」報告

担当・報告 特定非営利活動法人 四街道 こどもネ ットワーク 秋元智也子

′トさな子 どもたち もこの フォー ラムの大切 な参加者 と考えて、保育 とい う形 ではな く、

分科会の一つ として、幼 児か ら大人 までが安心 して過 ごせ る場 として設定 した分科会 rあ

そば あそ ば」、一 日を通 じて延べ 6 0 人ほ どの大 人 と子 どもが参加 し、一 日楽 しい歓 声

が部屋 中に響 いていま した。

午前中に行 われ た人形劇 団

「まほ うのて」に よる人形劇 で

は、子 どもたちの食い入 る よ う

な其剣な表情が印象的で した。

また 、保育 中の子 どもた ちだけ

でな く、親子 で参加 され た人た

ちや 、大人 の参加 も 目立 ちま し

た。

大人の参加は全体を通 じて大

変目立 ちま した。そ の多 くは子

ども た ち の 歓 声 を開 きふ ら りと

立ち寄 り、子 どもたちの楽 しそ

うな表 情 を見て満足 して去 って

参加 者へのプ ログラム として、

午前 中に、人 形劇 団 「まほ うの

【 て」に よる人形劇 、午後 よ り、rゴ

ンち やんの絵 本 く らぶ」 に よ る

絵本の読みきかせ とパネルシア

ター、 そ して 四街 道 こ どもネ ッ

トワー クの ス タ ッ フ に よ る冬 の

イメー ジ あそび を設 定 し、 その

間に 自由 あそぴ の時 間 も設 定 し

ま した。 どの プ ログ ラム も出入

り自由 と し、開放 的 な雰 囲気 の

中で誰 もが気 軽 に参加 で きる場

であ る こ とにつ とめ ま した。

いぐ「癒 され型 j の参加 で、 あ らた めて子 どもたちのカ の大 き さを知 りま した。

さらに、保 育や福祉 の現場で働 く大人 の参加 も目立ち、子 どもだ けではな く、広 く大人

にも関心を持たれ るテーマで あったこ とを再確落 しま した。
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そ して、最 後 は四街 道 こ どもネ ッ ト

ワー ク ス タ ッフ に よ る冬 の イ メ ー ジ 遊

び、 これは新聞紙や シーツなど身近に

なる物 を使 って、イ メー ジ をふ く らま

せな が ら子 ど も た ち とひ とつ の ス トー

リー を作 って い くあそび です。 参加 し

た大人 と子 どもた ちは雪 山へ遊 び に行

き、新 聞紙 で雪 を降 らせ た り、 シー ツ

のそ りに乗 っ た り、 雪の女 王 と友 だち

にな った り しなが ら、部屋 中を使 って

楽しく体を動か しま した。

午後は、 rゴ ンち やんの絵本

くらぶ」 に よ る、醗 み きかせ と

パネル シア ター で幕 を開け ま し

た。午前中の人形劇同様、子 ど

もた ちはお静 の世界 にす っか り

引き込 まれ、楽 しい時 間をみ ん

なで 共 有 す る こ とが で き ま し

た。 中で も、パネル ㌢アター と

エプ ロンを使 ったエ プ ロ ンシア

ターで の蘇 りにはす っか り引 き

込まれ 、歓 声 を上 げ る子 どもた

ちの姿が見 られ ま した。
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小 さな子 どもか ら大人 まで

が参加 でき る分科会 として出

発した企画 で したが 、参加 し

た大人 も子 どもも、心 か ら解

放され る場 であった と思 いま

す。ただ、分科会の性質上、

外に音が漏れてしまい、他の

分科 会に影響 して しま った こ

とは、今後の部屋割 りの時 に

考慮 すべ き点 として反省 が残

りま した。



第4 分科会 －

《子どもも市民 ！ティーンズで考える空間デザインワークショップ》

担当 ：市 民 ネットワー クちば・子 どもの 居場 所づくりをす すめるプロジェクト

参加人数：約2 5 人

W ＄ファシリチーター ：福川裕一氏（千葉大工学部デザインエ学科教授 ）

福川研究室学生4人

報告者 ：谷 口多恵

「 児童センターの中にみんなの居間をつ＜ ろうよ」

9：30－10：00

1 0：00－10：30

1 0：3 5－1 1：3 5

1 1：4 0－12：0 0

1 2：0 0－12：10

千葉市の児童センター構想の説明・先進事例紹介

福川先生が私たちの構想を模型で紹介

ポス トイッ トワーク 4 チ ーム

居間にほしいもの、なあに ？居間の使 い方、ルールは？

模造紙ワーク、 2 0 0 nてをデザインしよう ！

各チームの発表

福川先生によるまとめ

＊主催者のね らいは児童センターの中にあるひとつの部屋を幼い子どもから

1 8 歳までの子どもが自由に使える居間にしようということで、その中身

を多世代でデザインすることだった。そして、自由を謳歌するには、自主

運営ということで、ルールつ＜ りまでや ってみようということだ った。

＊当日参加の子どもは小中学生で、ほとんどが川西市からや ってきた小学生

だった。みんな、学校大好きの子どもたらばかり。

＊ポス トイッ トワークで は、おとなも子 どもも大きなテーブルやこたつや囲炉裏を囲んで

のお しやべ りコーナー とひ とりになれる空間 も必要 として いる ことがわか った。伝言

板・ コンピュータ ー・ テ レビ・ 食事 コーナ

ーは必需品。

＊模造紙ワークでは、上からみた平面図で書

＜ 子ども、横から見える形で書＜ 子どもが

混じって、ユニークな絵になった。絵を描
J

きあいながらの子どもたちとの会話でルー

ルづ＜ りを話 し込むところまではいかなか

フた。

＊4 チ ームの発表者は子 どもたち。関西弁 ま

じりの元気なことばがとびかった。
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③グループ 一

過去の部屋へ石だたみを踏んではいる。菖を懐かしめるおもちゃや音楽や古時計があ

る。未来の部屋の床にはガラス張りの水槽。大きなテーブルは形を自由に組み合わせ

られ る。白いピアノ、プーさんが いる。 気まぐれな ドアを抜けるとオープ ンカフェが

ある。部屋の川はそとにつながり、池となる。

②マイリラチーム

靴をぬいで、伝言板の横をとおる。

大きなテーブルの近＜ には本箱から好

きな本をとってよむソフ ァ。お茶 コー

ナーもある。スク リーンで は映画をみ

れる。和室コーナーには掘 りコタツ。

隣にはぷ りくら。中2 階があって、音

楽をひとりで楽 しめるコーナーがある。

ひあたりのいい ところに日時計。 3 人

のお手伝いさんがいて映画を決めたり、

お茶を＜ れたりする。

①グループ

存分に遊べるように時計がなく、テレビがあり、交流広場があり、仲良＜ なった子と

ぶり＜ らを楽 しむ。パソコンもできる。ハムスターやネコや犬などとのふれあい広場、

ターザンひろば、みんなの隠れ家がある。のぽりはふつうの階段、＜ だりは地下まで

滑り台。本棚の形は星型、花形。ふわふわじゅうたんで、ねころがって読める。食堂

は自販機もあって、自分たちでも作れる。作って＜ れる人もいる。掲示板は自慢でき

ることやニ ュースをはって楽しみあ う。

＠なごみチーム

リラックスできる和風の感じからなごみってつけた。掲示板で知らない人との交流が

できる。テ レビ、本、漫画、C D ， M D が楽しめる。マッ トレスの

ふわふわ空間のまわりは緑や花がいっぱい。個室もあって、自然に囲まれている。テ

ーブル は大・ 中・ 小にわけられる。ほ りこたつのところはテレビがあ って、伝統的な

かるた遊びなど楽 しめる。入り口はどこか らでも入れるように壁がない。

＊福川先生のまとめ
／

『楽しか ったね。早＜ こんなところのキッチ ンで ご飯食べたいナー。学生たら とうらあ

わせしてきたけれども、みんなの絵は予想以外のすこいもの。なごみとか 」ラックス

とか、求めているんだね。空間というのも、 しつか りとらえていてすこいもんだね。

今日のを参考に しておとなの人たちがいいものにして＜ れるで しょう』
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匝こん噂草枕・あったらいいさお

叫 誰でも楽しく参加できるワークショップ叫

行 きた くな る、学 び た くな る、誰 もが利 用 で きるユ ニバいサルデ ザイ ンの学

校を模造 紙 いっぱい に紙や 毛糸・ 布・ ク レヨンな どを使 って 自由に表 現 して も

らい ま した 。

参加者は 1 4 名で 1 2 作 品がで きました。（お子 さんが 5 作 品・ 大人 ？作品）

大きな模造 紙 を前 に子供 も大人 も真剣 その もの。脇 目もふ らず熱 中 して 自分 の

中にある学校への思いや希望を表現す る作業に取 り組んでいま した。

2 時間近 く熱中

楽しく談 笑 も

（ 作品か ら）

好 きなことだけや っていればイイ学校

（畑 を作 って喫茶店経営・ 晋楽はギター と

か好 きな楽紫が楽 しめ る）

ゲームができ、休み時間にほ制限されずに

サ ッカーや野球ができ、学校 ごわ しがある

きれ いな トイ レで中で本が読める。

図書館がある。寝ころんで本が読める

とって も広 くて田んぼや木 が沢山あ る学校

食堂や図書館、温水プール、こたつのある

地域 の人 と一緒 に使 える平屋 の学校

9 年 分 の教育チケ ッ トがもらえ、

いつ で も どこで も使 え る

勺■官

㌔、◆‘ 隼‘オ

や
恥

海上せ櫛 〟

㌔r‥ ‥・」

できあがった作品は発表 しあいました。

子供 もお となも学校 に対す る思いはどっ さりある と感 じま した。学校 に対す る思いやア

イデ ィ アを 自由に表 現 し、発 音 で き る機 会 が も っ とあ って もい いの で はな いで しょ うか。
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第 6 分科会 小児科医毛利子来 さん と子育て・ 教育基本法を学ぶ
▼■

一子どもの権利実現 と教育基本法一

読演・毛利子来、司会・喜多明人、参加人数・約 5 0 人

座 談会の ように進 めませ んか、 と毛利 先生が提案 したので、終始 なごやかな雰囲気の中

で教育基本法 と 1 1 月にだ された 中教審に よってま とめられ た中間報告教育基本法改正案

について意見が活発 に交わ され、座談会の ように進 められ ま した。

改正案の個人 に対す る考え方 と日本人のアイデ ンティテ ィについての問題点について、

毛利先生は、学校 での行動 がおか しい と思われる と検査や病院がすすめ られ る現状 をあげ、

個性が尊重 され ていないのではないか、また会場の参加者 か らは、個性を特別な能力では

ない、良い悪い と比較す る ‘‘普通”に しば られすぎてい る、あ りのまま を受 けいれ るもの

だ、 と個性 に対 す る考 え方 が 出 され ま した 。 民族 を敬 うこ との強 制 ともい え る 日本 人 の ア

イデ ンテ ィテ ィ等 については、子 どもへの精神的ス トレス、排他的で狭い考 え方だ と批判

の声があが りま した。 また、毛利先生は、戦前の教育を劇 的に変 えた教育基本法がまった

く審議 されずに改正 され よ うとしてい るだ けでなく、改正案 は戦前をお もわせ る公や愛国

心を強調 して い る が、 ど うや っ た らこの動 きが止 め られ るか につ い て考 えな けれ ば な らな

い、 と強 く言 い ま した。

今の教育現場では教育基本法が どの よ うにいか され てい るか、と質問 され、喜多先生 は、

学校や教育政策でも教育基本法がいか されてはいない し、現場 の教師 は休みが ほ とんどな

く教 育 委員 会 や校 長 に よっ て も しば られ て い る こ とで教 育 が お ろそ か にな って しま い、 子

どもたち に しわ 寄せ が い っ て しま うので 、余裕 が必 要 と説 明 しま した。 山 方 で、 出席 して

いた現場の教師か らは、勤務校での子 どもの権利条約をいか した学校づ くりを紹介 しま し

た。 そ こで は学校 を子 どもに とってい か に い きい き と活 動 で きる場 をつ くるか とい うこ と

で先生 た ちが一 体 とな って 取 り組 み 、 ノー チ ャイ ムや 6 時 間授 業 が ない こ と、子 どもに と

って楽 しい 場 は先 生 に とっ て も楽 しい場 に な る こ と、 この よ うな 学校 づ く りに校 長 や教 育

長も支持 して い る こ と、教 師 と子 どものパ ー トナ ー シ ップ が うま く とれ て い る こ と、 な ど

の説 明 が され る と、 会場 の 出席 者 か らは驚 きの声 が あが りま した。 しか しこの よ うに うま

くすすめ られている例は少 ない、 とい う指摘 もあ り、他の教師か らは、近代産業に要請 さ

れる教育が進 められて適応 の仕方を教える場に学校はなって しま ってい るとい う問題があ

る こ ともあ げ られ ま した。

障害 をもつ子 どものお母 さんたちか ら、子 どもへの適性就学検査についてや学校 の対応

の問題 があげ られ、改正案のた くま しい 日本人像 は さらに差別 を助長す る可能性があるこ

と、個別 のニーズにこた える包括的な教育 をす る場 として学校 はあるべ きこと、学力や能

／

力の考え方 について考え直す必要があること、な どが話 し合われ ま した。

さまざまな立場 の方々が出席 していたこ とか ら、教育について さま ざまな方面への改革

が必要な こと、また改正案 のは らむ危険 は、 どの立場 の人たちにとって も危機的 なもので

あ右こと、が認識 されま した。最後 に、教育基本法は、教育をつ くる気持 ちにな らなけ ら

ば はい って い けな い ので 、 ただ痩 身 にな るの で は な く、地域 の教 育 をつ くって い くこ とに

全 て の人 が 参加 して いか な けれ ば な らな い 、 と して 会 は しめ く く られ ま した。
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第8 分科会

シンポジウム・ O K ！不登校・ ひきこもり

担当 下村功・松本正輝・ 下村か夜子 報告者 関川ゆう子

参加人数 5 0 人

司会 奥地圭子さん

シンポ ジス ト

（不登校体験者）

（親の立場か ら）

・ 。∴｝★・ 。・。☆・¢・ 。・l）

須永祐慈さん（ 2 3 歳）・ 松島裕之さん（2 0 歳）

浦島菊代さん・ 西中間栄養さん

。・。・一｝★・。・ 。☆・。・ ’ヾ★・砂・。☆ ∴）・。・心。・。・

シニ試 て不 登 校・ ひ き ご 杏 り、

学校外の子 どもの居場所 フリース クール

東京 シュー レ理事長 の奥地童子さんを司会

に不登校 を体験 した 2 人の若者 と 2 人の親

に自らの体験 を憩 ってもらった。

小 4 か ら学校に行かな くなった須永祐慈

さんは、いじめが きっかけで不登校 となっ

た。先生に訴えても自分が性格 を変えなけ

ればと言われ孤独 になって いった。ずっと

我慢 していたが、学校へ行 くのが辛 くなっ

てしまった。その後 2 年半ずっと家 にいた。

その間、一須永 さんが一番 聞いてほ しかった

のは、自分のことであった。本人の苦 しさ

を理解 してほしかったとい う。苦 しさが伝

わらないのがもどか しかった。その後、親

の会に親が行 くようにな り、親がほっとし

てきたようであった。

徐々にではあったが、ゆっくりと家 に居

られ るよ うにな り、楽 になってきた。楽 に

なり時間を持てあますようになった須永 さ

んは、その頃、東京 シュ肘 レの体験記を読

み、 こんな思 いを したのは自分だけと思 っ

ていたが他 にもいる ことに気づいた。小 6

年齢 の時か らア年半、 1 7 歳 まで東京シュ

ーレに通った。そ こで学校へ行 かなかった

からで きた ことも経験 した。小学校 を休ん

でか ら 1 日も学校には通っていないと言 う。

現在、須永 さんは、 自分たちが参加 して

作っていくシュー レ大学の学生 として不登

枚の歴史について調べている。 r学校へ戻

るとい う言葉だけで苦 しんでいる子がいま

す。学校へ行かな い子へのメ ッセー ジはあ

ります か ？とい うとそ れ は な いです 。僕 自
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身元気 になった人の声 を聞きた くなかった

です。僕が言いたいのはまわ りに対 して、

大人に対 して訴えたいです。

現 在 コ ン ビニ エ ンス ス トアで アル バ イ ト

をして、スボ仙ツチ ャンパ ラをや っている

（スポ…ツチ ャンバ ラを初めて もう 7 年、

近々イ ンス トラ クター の 免許 を とる予 定）

松島裕之さんは、 自分は学校 に行けないだ

めな子なんだという思い こみや、宿題のプ

リン トが 届 いた りす るプ レ ッシ ャー が 辛 か

ったとい う。 日中家 の外 にでるのが 辛かっ

たし、放艶後 もクラスメ仙 トに会 うのが怖

かった。家の中 も両親が学校 のことを聞い

てくるの で 辛か った。 自分達 の よ うに 自分

の気持 ちを 口に しない子 も、学校 に行かな

いとい う こ とで つ らい思 い を して い る と思

う。近所の人と顔を合わせ るのが辛か った

り、 まわ りが いい と言 って くれ て もテ レ ビ

などで F l 年生になった ら、友だち 1 0 0

人出来 るかな ♪j と流れて いた りして苦 し

い。本当に身近な人の空間で体を休めてい

たいと思 うので、お父 さんお母 さんは、子

どもの一番そばにいるのだか ら子 どもの味

方であってほしい。J

また、松島さんの親 は学校 へ行かない こ

とを受け入れ七くれたが、学校 に行ってい

ないな らフリ仰ス タ叫ル に行 けと言 われた。

シュー レの子 は元気でいいと言われる と反

発した。 ドラゴンクエス トが好 きで剣に興

味を持ちスポ… ツチ ャンバ ラを始めた松島

さんは、親が心配 して見つけて、くれた場所

ではな く、自分で探 し当てた場所が魅力 と

なった とい う。

司会の奥地童子 さんは、「子 どもが どこ

かへ行か なければ成長 しない と思わせ る社

会があ ります。自分にあった生き方がそれ

ぞれできればいい。安心できる居場所がそ

の子 に とっってあるのか ？家庭がまず居場

所であってほ しい。そ して 自分が 自分でい

いん だ と思 え る よ うに なれ ば と思 い ま

す。」

大学生、小 6 、小 3 の娘の母親である西

中間栄英 さんは、二女 と三女が小学一年生

の一学期か ら学校へ行 っていないと言 う旬

二女は夏休みが終わって学校へ行く前の晩、

一晩泣 き兢けた。顔 つきもきつ くな り、母

親の後 を追い、その時の様子があま りに宰

そうで、一瞬一瞬が大変で、学校を休むこ

とを受 け入れ る しかなかった。学校へ行 く

とか行かないとか、将来どうす るか とか、

世間体 を気にする どころではなか った。必

死だった。二女は しだいに落ち着いてきた

が今の状態が とても しあわせに感 じられ、

学校 にもどってまたひ どい状態 になるのが

こわか った。親が学校に行かなくて もいい

と思 って も二女は毎晩時間割 を揃えて いた

が、朝起きられなかった。

その後二週間に一度児童相談所に通 うよ
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うになった。ア ドバイスは得 られたが共感

は得 られなかった。千葉の親 の会 を知 り、

西中 問 さん は 、 ほ っ と した 。 ここが 自分 の

居場所だと患った。親の会に行き始め親が

みるみる元気になっていった。そ して二女

も元気 になって いった。た またま子 どもを

連れて行 ったシンポ ジウムで二女は別室で

シュー レのスタッフの人たち と進んでいた。

そして次の 日か らシュ… レに行 きた いと言

った。歩いて数分の小学校には行かない二

女は、現在二時間かけてシュー レに通って

いる。「学校 に行 って いる長女 、プ リ｝ ス

クールに通っている二女 、家 にいる三女、

どの子 も同 じ感 じで見ている。そ ういう風

に見 られるよ うになった自分が嬉 しい。」

中 2 の時不登校 とな り 2 0 歳 となった今

年括婚 した娘の母親であ争浦島菊代 さんは、

「ずっと家で過 ごした、あの子は、家 にい

つもいる子 なんだなあと思って、彼女 と一

緒に過 ご してよか ったなあ と思え る。J と

言う。娘 を見て いて、ぼうっと しているよ

うで もい ろい ろ考 えて いる こと に気 づ いた。

子どもが学校 に行かな くな る勇気、「行か

なくて い いで し ょう ？」 と親 に言 う まで に

どれだけ勇気が必要だったろうと思 う。落

ち着いて きた浦島 さんは、今 、親の会をや

っている。子 どもが学校 に行かな くなって

パニ ックになって いるお母 さんのカになっ

てあげ られた らと患 っての ことだ。 r子 ど

もか ら も話 しを 聞 く態 度 。 子 ども もひ と り

の人間 として大 人と同 じよ うに話 を聞 く姿

勢を学びました。娘が不登校になったおか

げでい†いことがあったなあと思 います。」

会場か らは、当事者 の若者か らの 「親が

不登校 を認 めて くれない。親 との関係の取

り方 と不 登校 を認 め られるようにな ったき

つかけは ？」 という質問や 「父親 に対 して

言いたいこと」な どがでた。

また、「社会（親、学校、近所も含めて）

がどう して くれ た ら薬 にな るか ？」 とい う

質問に応えて、浦島さんは、 r不 登校 1 3

万人となって も少数派にはちがいな く、学

校に行かない生 き方 ももっ と一般の人に知

って ほ しい。 しん どい思 い を して行 くよ り

生きて いればいいという気持ちを もっと広

めたい。j 西 中間さん臥 「選択肢の一つと

して 、学 校 に行 く「こ と家 に居 る こ とが 自然

に選ぺ るような社会で あれ ばと患 う。」松

島さんは、 r学校 もダメ、外の世界もダメ、

家の中も家族 の理解 がな くてダメ という状

態の時に、 ここだった ら君 もO K だ よ とい l

う場所を作ってほしい。」須永さんは、「子

どもの ことを理解 していない専門家 といわ

れる人たちが不登校対策会議を している。

こうい うフ ォー ラム も含 め て子 ど もが出 て

いって変 わって い く必要が ある。」 と誇っ

た。

体験者 と親の話 を聞 くと見えて くるもの

がある。地道ではあるが、体験者 を交えた

このよ うな 分科 会 を開 いて い くこ とによ り、

社会の仕組みが少 しでも変わっていければ

と思 う。少 な く とも、不 登 校 もひき こも り

もO K なんだ と我が思えるよ うになると、

あり方を否定されて世間の 目に耐えて苦 し

んでいる子どもや若者臥 ずいぶん楽にな

るので拙い器 戚
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匝統合軟膏何でも相嬢垂
… 就学・学校の悩みを一緒に考えあう仙

千葉県では障害のある子の 3 人に一人は普通学級で学んでいます。普通学級

での就学の悩み、学校生括での トラブルや悩みを一対一でゆっ くりお聞き し、

子供 の立場 にたって一緒に考 えて い く場 と して和姦に相教室 を作 りま した。

「東京 シュー レ」のメンバー と「共に育つ教育を進める千其県連絡会」のメ

ンバーが ご相談 に応 じる体制 を とりま した。

相離に見えたのは普通高校進学 を希望 されている親の方 2 名で した。時期的

に受験が差 し迫ってお り、ご相軟はすでに受験先を決めた方の高校へ提出す る

事類の書き方など、具体的で専門的な知織を必要 とす るもので した。相軟室で

ほ自己申告書の書 き方など具体的なことや受験時の不安 について、担当者がゆ

つく り応 じる こ とが で きま した 。
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第1 0 分科会 大漁旗にチャレンジ っ くろうM 女 刑ag ！

担当 子ども此轍 ンター 田中 令

講師 平田 畝 什琳 敬鯵 劾哺数 年前 子ども 1 2人 大人4人 スタッフ 2人

午後 子ども 1 6 人 大人 6 人 スタッフ4 人

＜ ねらい＞

＊ 子ども等が 参加しやすい分科会をもつ

＊ 三㈹ 流「ようこそ大観 として 伝統を守って大漁妖を蜘 酪ナている鉄柵 璃澤 紀

年さん 御 座 樅 の主人 6 5劫 と 子ども達が出会い 技の確かさやその人析に触れ

染物をつ くる体敢を 共有 しあう

＊ 伝統を守ってつくっていること 旗のもっている意味などを教わり 子ども凄 ま「ねがい 希

執 など表現したいことを 和 壌 め上げる

＜ 当 日の よ うす ＞

＊ 金敷こ一助 増力軌 切放妖を2牧師り雰囲気づくりにきをつかいました

＊ 鰍 嗜澤さん弼 頚の都合一項如瑠 加できなくなり平田先生与凍 えてもらラようにな りました

卿 まないが細面 幼卿 塚である先生との出熟 、は子ども連にとってi壊 しみや

すく「おっちゃんJ とよんでお話ししている子もl噴 した

＊ 伝統を守っている宮澤さんについては ′埠 ル剖軌 、ながら 仕朝身のようす 大轍 を染め

ていくよ うすな どを説明 しました

＊子ども逮

＊

＊

＊

を広げ その大きさを夷威したり 魚を釣 り上げ憾 こ帰る舶が族を

鞄ヂる事を知ったり 大阻軌 ヂてある図柄などを如 こ見たりしました

具触的i働 こ取 りかか り 小さレ囁 （3 4 c m X 3 8 c Id にのりを紋 りだしなが ら絵を披き

その刊 漸 染 色していくことを体験しました

平地 礫 でもが自分の力で準併し染色できるように 1つ 1 つの作業をわかりやすく説明して

くださり年長の子から大人までカ明弘傲 噸 を染め必 ずました

1 日がか りで 2 枚 3 放 と染 めてい く子 もでて 1 つ 1 つに主張があ り楽 しさや むの動きが う

つしだされていました

染め上げた妖はひもでつるして会掛 こ飾 りました

＜ 象加著の感憩＞

＊ちょっとむずかしかったけど楽 しカり た （7歳 如

＊いろいろなことを単項 しカり たでナ これをバネにもっと大きいものを作って見たいです
／

たのしカり たです またこのような会を軌 、てほしいです（1 1 歳勅

＊今までまったく興味のなカり た大漁妖をやってすごく楽しかった 1改作るのに 4 時間近くか

サかってしまったけどすごくいlⅥ私 印 採 た 来て良かったと思う 最初は来る気なんてなか

つたけどレ叫懐 こなった（1 3歳如

＊葡酪 こも八戸 とい うところがあるのですがそ こも漁業が とて も盛んです この分科会に参加 し
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た軸 は 一組 甥 るモノを作 りたい」とい うものからです 久しぶりに筆を持ちました 周

りの子ども遵嘲 カ ！！にはとても驚きました とても楽しい会でした

ありがとうございま した （2 2 歳男）
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